
議題（１）

統合準備委員会の設置経緯と役割について
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１．統合準備委員会設置までの経緯
第１回本庄市公共施設等マネジメント推進審議会を開催し、学校部会を設置６月令和４年

第６回学校部会「本庄市立小・中学校の適正規模及び適正配置の基本的な考え方（案）」作成３月令和５年

学校運営協議会・自治会・PTA等 説明会（全２１回）５月〜

少子化の進行が予想される中、望ましい規模を小学校は全学年でクラス替えができる「1学年２学級以上」、

中学校は教科担任が学習指導できる「９学級以上」とする。

小学校：各学年2学級〜3学級（全学年合計12学級〜18学級）

中学校：各学年3学級〜6学級（全学年合計9学級〜18学級）

通学距離：小学校はおおむね 4km以内

：中学校はおおむね 6km以内

通学時間：おおむね 1時間以内

ただし、地域の実情に応じて、スクールバス等の通学手段を検討する。

本庄市における小・中学校の適正規模の基本的な考え方

本庄市における小・中学校の適正配置の基本的な考え方
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「本庄市立小・中学校の教育環境の向上について」作成３月令和６年

学校施設を含む公共施設等の見直し方針の説明会（学校運営協議会・自治会・地域）５月〜７月

本庄市立小・中学校の教育環境の向上について説明会（中学校４校）９月

学校の統合を含めた本庄市立小中学校の教育環境の向上に関する説明会（未就学児保護者）１２月

「本庄市公共施設等総合管理計画（ハコモノ編）」策定３月令和７年

将来の子どもたちの教育環境の向上を目的として、学校規模の適正化（小学校の統合）を含めた、５つの教育環境の整備を進めます。

小中一貫教育の推進
小中学校９年間の学びと
育ちの連続性を重視し、
学習意欲の向上と中１
ギャップの解消を目指し
ます。

学校規模の適正化

将来に渡ってすべての小
中学校でクラス替えが可
能な規模を確保します。

校舎の大規模改修

老朽化した学校施設を子
ども達が快適かつ安心し
て学習に取り組めるよう
整備します。

学校プールの集約化
児童生徒の泳力向上が期
待でき、より良い教育環
境を構築するため屋内温
水プールを整備します。

体育館空調設備設置

熱中症対策及び防災機能
強化の観点から空調設備
を設置します。

本庄市立小・中学校の教育環境の向上について
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本庄東中学校区小学校の児童数

学校全体の児童数各学年の児童数

R13R12R11R10R９R８Ｒ7６年５年４年３年２年１年５歳４歳３歳２歳１歳０歳

513532576575581587615115921039411695878697957276本庄東小学校

717774797880821514151591413121610128藤田小学校

423946435157476101241231644756仁手小学校

626------------1161021171128990統合小学校

２．本庄東中学校区３小学校の統合について

統合年度設置場所適正化内容小学校中学校区

令和１３年度本庄東小学校３校を統合し、
新たな小学校を設置

本庄東小学校
藤田小学校
仁手小学校

本庄東中学校区

住民基本台帳抽出（R7.5.1時点）
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 ３小学校の統合は令和１３年４月になります。令和１３年度は、令和８年度に小学校へ入学
する１年生が６年生になる年度です。また、令和６年度に生まれたお子さんが小学校に入学
する年度です。

 統合後の小学校は、現在の本庄東小学校の施設を使用します。令和１０年度から本庄東小学
校の校舎等の改修工事を始めます。

 本庄市の学校の統合は、学校の規模に関わらず、対等な関係を基本としていますので、新た
な学校として設置します。

 藤田小学校及び仁手小学校の児童に対して、通学用バスを用意します。

本庄東中学校区３小学校統合の前提事項



３．統合準備委員会の設置と役割
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教育委員会
決定

統合準備員会

協議

新たな学校の設置に必要な事項を協議し、教育委員会に報告。

新たな学校の設置に必要な事項（所掌事項）

（１）統合後の学校の名称、校章、校歌、学校運営等に関すること。
（２）統合後の教育課程、学校行事等に関すること。
（３）統合後の学校生活、通学体制等に関すること。
（４）統合後の学校事務、備品等に関すること。
（５）統合後のＰＴＡ組織等に関すこと。
（６）その他統合に関し必要な事項に関すること。

児童が安全に安心して新しい学校に通うことができるように協議をお願いします。


